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概要 

 LA6586FAは、単相バイポーラファンモータを、BTL出力リニア駆動により、無効電流を抑えた高効

率、省電力、静音で駆動する。ロック保護、回転信号(FG、RD)回路が内蔵されており、高い信頼性、

低騒音を要求される、ノートPC、民生機器電源用、カーオ－ディオ用、CPUクーラ等の小型FANに最

適。 

 

機能 

・BTL出力による単相全波リニア駆動(ゲイン抵抗1k-360kΩ、51dB) 

・低電圧動作が可能で、使用電圧範囲が広い(2.2～14.0V) 

・低飽和出力(上側＋下側飽和電圧：Vosat(total)=1.2V typ、IO=200mA) 

・ロック保護回路、自動復帰回路内蔵 ・FG & RD出力内蔵 

・ホールバイアス内蔵(VHB=1.3V) ・熱保護回路 

・超小型パッケージ(Micro10)  

 

絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

電源電圧 VCC max  15 V 

許容損失 Pd max 指定基板付※ 400 mW 

出力電流 IOUT max  0.6 A 

出力耐圧 VOUT max  15 V 

RD/FG出力端子出力耐圧 VRD/FG max  15 V 

RD/FG出力電流 IRD/FG max  10 mA 

HB出力電流 IB max  10 mA 

動作周囲温度 Topr  －30～＋90 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  －55～＋150 ℃ 

※実装基板：20mm×10mm×0.8mm 紙フェノール 

注 1)絶対最大定格は、一瞬でも超えてはならない許容値を示すものであります。 

注2)絶対最大定格の範囲内で使用した場合でも、高温及び大電流/高電圧印加、多大な温度変化等で連続して使用

される場合、信頼性が低下するおそれがあります。詳細については、弊社窓口までご相談ください。 

 

 

 

 

 

注文コード No. NA2043  

モノリシックリニア集積回路ファンモータ用

ファンモータ用BTL駆動 
単相全波ドライバ 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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推奨動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

電源電圧 VCC  2.2～14.0 V 

ホール入力同相入力電圧範囲 VICM  0～VCC－1.5 V 

 

電気的特性/特に指定のない限り Ta=25℃,VCC=12V 

項目 記号 条件 min typ max unit

ICC1 駆動時(CT=L) 3 6 9 mA 回路電流 

ICC2 ロック保護時(CT=H) 2.5 5 7.5 mA 

ロック検出コンデンサ 

充電電流 

ICT1  0.9 1.2 1.5 μA 

コンデンサ放電電流 ICT2  0.10 0.18 0.25 μA 

コンデンサ充放電電流比 RCT RCT=ICT1/ICT2 5 6.5 8 - 

CT充電電圧 VCT1  1.3 1.5 1.7 V 

CT放電電圧 VCT2  0.3 0.5 0.7 V 

OUT出力「L」飽和電圧 VOL IO=200mA 0.25 0.45 V 

OUT出力「H」飽和電圧 VOH IO=200mA 0.95 1.2 V 

入力オフセット電圧 VOFST  3 6 mV 

ホール入力感度 VHN ゼロピーク値 

(オフセット,ヒステリシスを含む)

7 15 mV 

ホールバイアス出力「L」

電圧 

VHB IHB=5mA 1.3 1.5 1.7 V 

RD/FG入力端子「L」電圧 VFG IRD/FG=5mA 0.15 0.3 V 

RD/FG入力端子リーク電流 IFGL VRD/FG=15V 1 30 μA 

熱保護回路 TSD (*1)設計目標 150 180 210 ℃ 

(*1)規格は、設計目標であり、単体での測定は行わない。 

 

 

 

外形図 

unit:mm 
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真理値表 

IN－ IN＋ CT OUT1 OUT2 FG RD モード 

H L H L L 

L H 

L 

L H H 

L 回転中 

- - H OFF OFF - H ロック保護 

 

 

ピン配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応用回路例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊1 信頼性向上のためコンデンサCrをいれ、回生電流ルートを確保必要がある。 

＊2 ホールバイアスをVCCからとる場合、図の様に、1/2×VCCバイアスすること。ホール出力を増幅

しコイルを電圧制御することにより、リニア駆動する。ホール素子出力が大きい場合は、起動

性、効率が良くなるが、ホール素子を調整することにより、より静音化される。 

＊3 ホールバイアスをHB端子からとる場合、約1.5Vで定電圧バイアスされる。よってホール素子は、

温度特性の良い安定したホール出力がでる。ホール出力振幅調整は、R1で行う。(VCC=12Vの場

合、ICの発熱的には、＊2が有利である)  

＊4 未使用時は、オープンにする。 

＊5 ホール出力からICのホール入力までの配線が長いときは、配線にノイズがのってくる場合があ

るので、そのときは図のようにコンデンサを入れること。 
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内部等価回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定回路図 

 

入力電流(ICC) 
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CT端子充放電電流(ICT) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CT端子充放電電流(VCT) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OUT出力飽和電圧(VOL,VOH) 
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入力オフセット電圧(VOFST) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホール入力感度(VHN) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホールバイアス出力電圧(VHB) 
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FG,RD入力端子「L」電圧(VFG,RD) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FG,RD入力端子リーク電流(IFGL,RDL) 
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